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ある空間の近 くに緩和を解消して くれる空間を見つけるかが腕のみせどころであろう｡ 今
後は､それぞれ興味ある系や物理量に特化した拡張アンサンブルを探して行 くのが一つの
方向かと思われる｡ そして､出てきた色々なアンサンブル系を統一してみることができた
時に､方法論として次の大きなステップになることを期待する｡
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